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初学者ゼミの取り組みと
そこから学んだこと
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初学者ゼミ 愛媛県立医療技術大学

Ⅰ初学者ゼミの取り組みとその経緯

H29年度看護学科セミナー「基礎教育講座」

大学初代カリキュラム
（旧カリ：H16～H20）策定

•「教養ゼミ」：少人数初年次教育ゼミ
–基礎教育講座6名+両学科各2名⇒10グループ

–他に関連するとすれば、日本語表現法、情報科学

• ４年制化
• 大学生(らしさ、になる)とは？

• 全国的に「初年次教育」のはしり

短大一般教養科教員
として当初関与

8人（9人）
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大学初代カリキュラム
（旧カリ：H16～H20）

•「教養ゼミ」：少人数初年次教育ゼミ
•新書の輪読をもとに学問研究の基礎的
態度とアカデミック・スキル修得を目
指す 《1年後期開講》
•基礎的文献購読と創造型学習の側面
•学生相互の議論 ⇒研究発表会

アカデミック・スキル修得を
15コマで、専門の異なる教員個々が取り組むには限界あり
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大学2-3代目カリキュラム
（21カリ、24カリ：H21～）

•1年間を通じた初年時教育プログラム
の充実化←前期と後期で異なるアプローチ

•「初学者ゼミ」←general approach
• 学生自ら体験を通じて学び、アクティブラナーへ
の転化を図る

•「基礎ゼミ」←infusion approach
• 一つのテーマについて「協同学習」を通じて学問
探究の基礎的態度とアカデミック・スキルを磨く

学ぶ力＋考える力＋問う力➡つなげる力

アカデミック・スキル修得を15コマで、専門
の異なる教員個々が取り組むには限界あり
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「初学者ゼミ」の取り組み
《授業内容》詳しくはシラバス参照

•第1－３回：「学生相互のコミュニケーショ
ン」と「大学での学習環境への適応」に重点

•第４－７回：「ノートの取り方」や「テキ
ストの読み方」を通して、能動的な情報収
集力の育成を目指す

•第８－１５回：「協同学習という学び」
「ディスカッション」「レポートの書き
方」等を通して、論理的思考力や批判的思
考力の修得を目指す

5

「初学者ゼミ」の取り組み
《特徴・しかけ》

•毎回ワークを取り入れながら「体験とふり
返り」を通じてアカデミック・スキル修得
することを目的とする

•毎回出席カードの提出を求め、記述された
感想や意見と教員のコメントをA4判4-6枚程
度に編集した授業通信「週刊フレッシャー
ズ」を発行している。

•テーマごとのオムニバスであるが、教員は
できる限り参加する。また学内教員に公開。
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「初学者ゼミ」の取り組み
《学びのコンセプト》

•大学で学ぶ基礎的学習態度とアカデ
ミック・スキルを、学生自ら体験を通
して学ぶ
•大学生活への適応面や個別学習スキルの修得
（ex PC操作）自体よりも、全体を通して「考
える力」「判断する力」「問う力」「つなげ
る力」を体験（学習活動）を通じて学生相互
に学びあうという点に重点が置かれている
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「初学者ゼミ」の取り組み
《学びのコンセプト》

•常に複眼的な観点を意識し、「正解」
を求めるのではなく「最適解」を探す
•医療人としてのみならず、社会人として
求められる学士力・社会人基礎力という
視点、学生相互の視点および教員の視点
といった複眼的視点を常に提示し、多様
性の中で根拠に基づき最適解を見つける
ことの重要性を強調している。
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Ⅱ初学者ゼミから学んだこと

•学んだこと・感じたこと

•どのように授業が行われているか
（具体的な授業の仕組み）
第6回 要約の仕方

①内容本意でまとめる

②要約の仕方

今日の話
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初学者ゼミ

担当教員 草薙康城、脇坂浩之、鳥居順子、仲渡江美、内藤真帆、
金澤知典

授業概要 主体的な学習者（active learner）として、大学で学ぶた
めの基本的な学習スキル（スタディ・スキル）や学習態
度の修得を、具体的な演習（グループワーク）を通して
修得する。

授業目標 大学生として、そして将来社会人として求められる「能
動的な情報収集力」や「論理的思考力」、「批判的思考
力（クリティカル・シンキング）」について、演習を通
じて体験的にその重要性や必要性について気づき、自ら
修得する態度の育成を目指す。
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出席カード
から

初学者ゼミを受講して、この大学に

入って本当に良かったと思いました。

この授業を受けて、後輩にLINEで医療

技術大学を受験するようにアドバイス

をしました。

高校では授業をすわって聞いているだ

けでつまらなかったのですが、大学で

はとても楽しく、「楽しいと」思って

いる自分にびっくりしています。
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各回共通アイテム・仕掛け

•進行表 （A4横）

•出席カード （A4縦両面）

（兼レジュメ・ワークシート）

•今日の予定と目標

•ワークの記載欄（気づきを含む）

•感想・意見・質問の記載欄

•パワーポイントでの進行
＃パワーポイントは原則配布しない
重要部分や補足資料は適宜配布

•教員用
13

第13回（レポート・論文の書き方１）
出席カードより

今日までに、医療概論と看護

学概論のレポート課題がださ

れていたんですが、それより

前にやってほしかったです。

01
今日のレポートの書き方をも

う少し早めにしてほしかった。

もうすでに3つのレポートを

出してしまっていて「あ！こ

れを知っていれば！」と思う

ことが多々ありました。

02

14

初学者ゼミの効果

当初このあたりの
学生には不要と
思っていたが…

リテラシー and / orコンピテンシーの観点からするとそうとも言えない
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第2回の出席カードから

今週の週刊『フレッシャーズ』を読んで、考えたことや感じた
ことを書いてください。

前回の授業の感想は前回書いていますが、更に何を書けば良い
のですか？
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グループ
ワーク

今まで、「勉強とは孤独なもので、本

来1人でするものだ」と度々言われてき

て、グループワークの必要性が分から

なくて、みんなで学習することにわず

らわしさを感じていた。

高校の時に先生に当てられて答えると

きに、先生が求める答えじゃないと、

その答えを言うまで解放してくれませ

んでした。なので、自分で考えたこと

を言うという事を、無意識にやめてし

まいます。

今まで、ディスカッションなどが苦手

で、あまり自分から進んでやることは

なかった。
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グループ・ワーク

自分自身へ

の責任

ラウンドロ

ビン

グループへ

の責任
時間配分

ジグゾー
シンクペア

シェア

ミラーリン

グ

役割を決め

る

予習するこ

との大切さ
付箋 傾聴

ブレーンス

トーミング

ピア・レ

ビュー
他己紹介 模造紙 名札を作る

個人ワーク
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グループ
ワーク

今回が初学者ゼミの1回目の授業でしたが自分

の周りの人たちのそれぞれ違った考えを聞く

ことができて面白かったし、これからそのよ

うないろんな考え、発想力をもつ人々ととも

に学ぶにあたり、自分も周りの人々の考え、

発想力などを取り入れながら人間的に成長し

ていきたいです。

自分だけでは考えが偏ったり、たくさんの考

えを思いつかなかったりするけれども、グ

ループで話し合うことで自分が全く思いつか

なかった考えを聞くことができ、視野が広が

るのだと思いました。

グループの人たちに「すごいね。その考えな

かったなあ」と言ってもらえたとき、うれし

かったです。
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ある回を例にして紹介

《配布資料》

•出席カード（兼レジュ
メ・ワークシート）

•アドバイスシート

•宿題シート（前回配布）
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第6回の宿題

教科書の「導入教育/初年次教育の展開」の内容
を、300字以内で要約する。

教科書の第4講 要約のところを読まずに要約を
作成し、要約作成後、教科書の第４講（要約）
のところを予習する。

21

座席配置の指示の仕掛け

•通常の指示パターン
• なるべく知らない学生
とペアになるように

•この回の指示パターン
• 知っている緊張感の少な
い人とペアになるように
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•なぜ要約するのか？
•例を出してのミニレクチャー
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要約について
• 今回は要約の仕方という講義だったのですが、要約は
中学の頃からずっと嫌いで宿題の要約も正直手こずり
ました。

• 高校でも、「要約してきて！」と言われることが数回
あった。でも、「なぜ要約するの？」という感じで要
約の必要性・利用法がわからないままだった。今回の
授業は、要約の仕方や社会に出て困るよ～の例をだし
ていただいたので長年のwhyを解消できた。

• 最初は正直、要約なんてする意味があるのかなと思っ
ていたけど、上の人に簡潔にまとめて言わないといけ
ない場面がこれからの将来にあるという話しを聞いて、
とても大切なことなんだと思いました。

• 要約をする際に重視すべき点やしてはいけない事を明
確に知ることができました。

• 今回学んだことをこの先活かして、要約達人を目指す
つもりでいきたいです。
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•ミニレクチャー

•要約のまとめ：５つ（＋３つ）のステップ
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出席カードより
• 人にアドバイスするときには文字ではなく口頭の方が良い
ということがわかりました。

• ペアワークでは改善した方が良い点を書く・伝えることが
難しかった。私は、プライドが高いので「言われるのつら
いな」と身構えていたがペアの子の優しい口調や「がん
ばってみつけたんやけどね」といっぱい言う姿がかわいく
て、「看護師オーラでてる～！」と感じた。

• 改善点を相手に伝えるのは相手を否定してしまう気がして、
今まで自分から積極的に伝えることがなかったので、今回
はかなり緊張するペアワークになりました。改善点を述べ
るというとマイナスのイメージが強かったのですが、実際
に自分が自覚していなかったことが分かったり、良い点の
みを伝えられるよりも、真剣にしっかり向き合ってくれて
いると感じたりしてプラスのイメージに変わりました。

• 私は今まで、友達にアドバイスをした事があまりなかった
し、友達からアドバイスをされることもありませんでした。
だから、今日のワークを通して、アドバイスしあうことで
新たに気づくことが多いことがわかりました。

• 友達に改善点を教えてあげましょうと授業でいわれても、
いつも言わなかったけど、今日の授業ではきちんと伝えま
した。私も改善点を教えてもらったけど、全然嫌な気分は
しませんでした。むしろちゃんと読んでくれたんだなあと
うれしかったです。 27

初学者ゼミを担当して知ったこと

• 看護学科の学生は臨床検査学科の学生と、臨床検査学科の学生
は看護学科の学生と話してみたいと思っていること

• 話したことのない人の隣に座るのはとても勇気がいること

• 教員の意見より先輩＞同級生の意見の方が響く

• 高校時代にメールを使ったことがある学生は年々少なくなって
いる

• 上級生になって、教員の手がすごくかかっている学生は、初学
者ゼミの時、教員が心配している学生。

• 初学者ゼミに関わると、自分の専門の講義が初学者ゼミに引っ
張られる
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